
　
「
多
様
な
意
見
が
出
る
よ
う
、
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
若
手
ま
で
、
各
世
代
の
教
師
を
メ

ン
バ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、『
自

分
た
ち
が
学
校
を
変
え
る
ん
だ
』
と
い
う

意
識
を
若
手
教
師
に
も
持
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
、
リ
ー
ダ
ー
に
は
若
手
教
師
を
抜
擢

し
ま
し
た
」（
松
尾
校
長
）

　

松
尾
校
長
が
Ｐ
Ｔ
に
検
討
課
題
と
し
て

示
し
た
の
は
、
①
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
る
生
徒
に
学
校
と
し
て
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
資
質
・
能
力
の
明
確
化
、
②
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
学
習
）

の
見
直
し
、
③
調
査
書
作
成
に
向
け
た

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
だ
。

　

同
校
で
は
、学
校
教
育
目
標
に「
知
育
・

徳
育・体
育
の
充
実
に
よ
り
、人
格
を
磨
き
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、高
い
知
性
と

広
い
視
野
を
持
っ
た
、将
来
の
日
本
や
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指

す
」
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
は
、
そ
の
学
校
教
育
目
標

を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
検
討
し
た
。

　

総
合
学
習
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
、

３
年
間
を
通
じ
て
進
路
学
習
中
心
だ
っ
た

も
の
を
、
１
・
２
学
年
で
は
探
究
学
習
中

心
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

や
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
を
育
成
し

た
い
と
、
松
尾
校
長
は
考
え
た
。

　

国
公
立
大
学
の
現
役
合
格
者
数
が
例
年

１
５
０
人
以
上
に
上
る
佐
賀
県
立
佐
賀
西

高
校
で
は
、
２
０
１
７
年
10
月
、
高
大
接

続
改
革
や
次
期
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を

見
据
え
て
、
自
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
、
そ
れ
を
育
成
す
る
方
策

を
定
め
る
た
め
に
、
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
構
築
に
着
手
し
た
。
松
尾
敏と

し

実み

校

長
は
、そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
新
し
い
大
学
入
試
で
は
、
学
力
の
３

要
素
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
、

本
校
と
し
て
学
力
の
３
要
素
を
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
、
教
育

課
程
や
指
導
の
あ
り
方
を
明
確
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
大
学
入

試
で
活
用
が
重
視
さ
れ
る
調
査
書
の
作
成

の
た
め
に
は
、
私
た
ち
教
師
が
生
徒
の
活

動
を
適
切
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
も
そ
も
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能

力
を
持
っ
た
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
を
、

学
校
教
育
目
標
に
お
い
て
明
確
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

構
築
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
、
教
科
・

科
目
、
分
掌
、
年
代
の
異
な
る
５
人
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
成
る
「
高
大
接
続
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
）
だ
。

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

各
世
代
の
教
師
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成

◎佐賀藩の藩校・弘道館の流れを受け継ぐ伝統
校。「質実剛健・鍛身養志」を校是に掲げ、次世
代の日本・世界をリードする人材の育成を目指
す。生徒の希望進路を実現するために、課外補
習や個別指導の充実に力を注いでいる。
◎設立　1876（明治 9）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 280 人
◎ 2019 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東京大、京都大、九州大、佐賀大、
熊本大などに計 210 人が合格。私立大は、早稲田大、同志社大、立命館大、西
南学院大、福岡大などに延べ 288 人が合格。
◎ URL　http://cms.saga-ed.jp/hp/saganishikoukou/

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導改善

学校教育
目標

授業・
指導実践

カリキュラム
・指導計画

評価・検証

今回

改 革 事 例

「総合的な学習の時間」での探究学習の実践を
起点に、カリキュラム・マネジメントを推進

佐賀県立佐賀西高校

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ
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Ｐ
Ｔ
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
西

高
生
が
身
に
つ
け
る
資
質
・
能
力
」（
図
１
）

の
設
定
だ
。
さ
ら
に
伸
ば
し
た
い
生
徒
の

強
み
や
補
強
し
た
い
弱
点
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
な
が
ら
、育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
絞
り
込
ん
で
い
っ
た
。
Ｐ
Ｔ
メ
ン

バ
ー
の
山
口
司
先
生
は
、
そ
の
話
し
合
い

の
内
容
に
つ
い
て
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
例
え
ば
、
本
校
の
生
徒
は
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
与
え
る
と
、
と

て
も
上
手
に
発
表
し
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ

で
の
説
明
が
深
い
課
題
意
識
や
思
考
に
基

づ
い
た
も
の
か
と
い
う
と
、
十
分
で
は
な

い
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
今
後
も
、

生
徒
の
長
所
で
あ
る
『
説
明
力
』
は
伸
ば

し
つ
つ
、
課
題
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て

物
事
に
取
り
組
む
姿
勢
も
育
み
た
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
に
『
課
題
発
見
力
・
解
決
力
』
や
『
自

己
認
識
力
』
が
上
が
り
ま
し
た
」

　

Ｐ
Ｔ
が
ま
と
め
た
資
質
・
能
力
の
案
は
、

「
主
体
的
判
断
力
」「
自
己
認
識
力
」「
課

題
発
見
力
・
解
決
力
」「
説
明
力
」「
協
働
力
」

の
５
つ
だ
っ
た
。
松
尾
校
長
は
、
そ
れ
ら

の
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
土

台
と
な
る
も
の
と
し
て
、「
自
律
力
」
と

「
実
践
力
」
を
加
え
て
、「
西
高
生
が
身
に

つ
け
る
資
質
・
能
力
」
を
７
つ
と
し
た
。

　

目
標
を
定
め
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
総

合
学
習
と
教
科
指
導
、
進
路
指
導
、
生
徒

指
導
の
関
係
性
を
議
論
し
た
。
そ
の
ね
ら

い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
活
動
が
７
つ
の

資
質
・
能
力
の
ど
れ
を
育
む
の
か
を
示
す

と
と
も
に
、
教
育
活
動
同
士
が
ど
の
よ
う

に
関
連
し
て
い
る
の
か
、
教
育
活
動
全
体

の
中
で
ど
う
い
っ
た
役
割
を
担
っ
て
い
る

か
を
可
視
化
し
、
そ
れ
ら
を
ど
の
教
師
に

も
意
識
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
議
論
の
中

で
、
総
合
学
習
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

必
要
に
な
る
資
質
・
能
力
を
育
む
核
と
な

る
も
の
と
し
て
、
中
心
に
置
く
こ
と
と
し

た
（
図
１
）。

　

ま
た
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て

は
、
総
合
学
習
を
中
心
と
し
た
生
徒
の
諸

活
動
を
よ
り
細
か
く
記
録
・
蓄
積
・
活
用

で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、「Classi

」（
＊
１
）

の
導
入
を
決
定
し
た
。

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。
＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

図１　「総合的な学習の時間」、教科指導、進路指導、
生徒指導の関係

校是
質実剛健（まじめで、たくましく、しっかりしていること）
鍛身養志（心身を鍛え、高き志を養う）

学校教育目標
知育・徳育・体育の充実により、人格を磨き、グローバル社会の中で、
高い知性と広い視野を持った、将来の日本や世界をリードする人材
の育成を目指す。

西高生が身につける資質・能力
❶主体的判断力　ものごとを多角的・多面的に吟味し、主体的に判
断する力及び主体的に行動する力
❷自己認識力　自己の思考を客観的に捉える力
❸課題発見力・解決力　問いを立て、解決に向かう力
❹説明力　他者に自らの思考を過不足なく説明する力
❺協働力　他者を尊重し、協働して行動する力。他者を思いやる力
❻自律力　基本的生活習慣を確立し、自律的に行動する力。規範意
識を持って行動する力
❼実践力　自ら考えて行動し実践する力。自己実現を図ろうとする力

＊学校資料を基に編集部で作成。

教科指導

総合的な
学習の
時間

生徒指導進路指導

○高い志を育む活動
○主体的に自己実現を図るキャリ
ア教育
○進路実現を図る学力の育成
［育む資質・能力］❶❷❼

○主体的、対話的で深
い学びの実現
○カリキュラム・マネ
ジメントの確立
•授業デザインとシラ
バス設計
• 指導法研究（授業、
教材等）
•模擬試験等を活用し
たＰＤＣＡサイクル

［育む資質・能力］
❸❹❺❼

○社会の中の課題を発
見し、解決に向け主
体的に探究し、行動
する姿勢の育成
•社会問題研究
•テーマ別探究
• プレゼンテーショ
ン、小論文

［育む資質・能力］
❶❷❸❹❺❻❼

○基本的生活習慣の確立、及び
規範意識の涵養

○学校行事、部活動等による人
間力向上

［育む資質・能力］❶❺❻❼

１
学
年
主
任
、
高
大
接
続
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

鶴
田
有
紀
　

つ
る
た
・
ゆ
き

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
進
路
指
導
部
。

教
務
部
、
高
大
接
続
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

野
﨑
宏
一
　

の
ざ
き
・
ひ
ろ
か
ず

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
２
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
、
高
大
接
続
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

山
口
　

司
　

や
ま
ぐ
ち
・
つ
か
さ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
３
学
年
担
任
。

進
路
指
導
主
事
、
高
大
接
続
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

北
川
宏
武
　
き
た
が
わ
・
ひ
ろ
た
け

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

13
年
目
。

校
長松尾

敏
実

ま
つ
お
・
と
し
み

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

総
合
学
習
を
中
心
に
、

各
教
育
活
動
の
関
係
性
を
整
理

 June 201925
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Ｐ
Ｔ
で
最
も
議
論
し
た
の
は
、
探
究
学

習
に
転
換
す
る
総
合
学
習
で
行
う
「
新
・

理
想
の
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

だ
っ
た
。
ま
ず
、
３
年
間
を
通
す
テ
ー
マ

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
の

野の

﨑ざ
き

宏ひ
ろ
か
ず一
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
Ｐ
Ｔ
内
で
一
致
し
た
の
は
、
社
会
問

題
に
対
す
る
生
徒
の
視
野
を
さ
ら
に
広
げ

た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
議
論
を
し
て
い
た
頃
、
担
当
し
て
い
た

１
学
年
の
総
合
学
習
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
２
）

に
関
す
る
書
籍
を
読
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
生

徒
た
ち
か
ら
社
会
問
題
に
対
す
る
様
々
な

意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
Ｐ

Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
総
合
学
習
の
テ
ー
マ
と
し
て
最
適
で
は

な
い
か
と
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
」

　

18
年
度
に
は
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
」
の
実
施
初
学
年
で
あ
る
１
学
年
団
だ

け
に
負
担
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
と
も

に
探
究
学
習
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
、

１
・
２
学
年
団
で
そ
の
計
画
を
実
践
し
た
。

　

１
学
年
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
ら
れ

て
い
る
17
の
目
標
か
ら
、
前
期
と
後
期
で

異
な
る
テ
ー
マ
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
割

り
振
り
、個
人
で
探
究
学
習
を
行
わ
せ
た
。

そ
し
て
、
問
題
解
決
案
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
さ
せ
、
そ
れ
を
基
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
報
告
会
を
行
っ
た
。
18

年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、

１
学
年
主
任
と
し
て
「
新
・
理
想
の
星
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
た
鶴
田
有
紀
先
生

は
、
そ
の
進
め
方
に
し
た
理
由
を
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
に
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
選
ば

せ
る
の
で
は
な
く
、
教
師
が
テ
ー
マ
を
割

り
あ
て
、
普
段
は
関
心
の
な
い
こ
と
に
目

を
向
け
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
の
前
に
個
人
で
探
究

学
習
を
行
わ
せ
た
の
は
、
ま
ず
自
分
の
も

の
の
見
方
や
考
え
方
、
問
題
意
識
を
認
識

さ
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
す
」

　

２
学
年
で
は
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
の
中
か
ら
１
つ

を
選
ば
せ
、探
究
学
習
に
取
り
組
ま
せ
た
。

例
え
ば
、
環
境
問
題
で
も
、
水
問
題
や

地
球
温
暖
化
問
題
、
森
林
伐
採
な
ど
、
生

徒
に
よ
っ
て
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
は
異
な

る
。
そ
う
し
た
生
徒
が
１
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
な
っ
て
様
々
な
視
点
か
ら
議
論
し
、
課

題
や
問
題
解
決
策
の
共
通
点
・
相
違
点
を

見
い
だ
す
こ
と
で
、
他
者
と
協
働
す
る
力

を
育
み
つ
つ
、
自
分
の
思
考
を
深
め
さ
せ

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
最

終
的
に
は
活
動
内
容
を
１
枚
の
ポ
ス
タ
ー

＊学校資料を基に編集部で作成。

図 2　「新・理想の星プロジェクト」（総合的な学習の時間）の目標と３年間の流れ

探究の見方・考え方を働かせ、自己のあり方・生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次の
通り育成することを目指す。
（１）探究の過程において、探究の意義や価値を理解するようにする。　（２）自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・
表現することができるようにする。　（３）探究に主体的・協働的に取り組むとともに、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。　
（４）学習活動を通して西高生が育むべき７つの資質・能力を育成することを目指す。

目
標

３学年●キャリアデザイン：キーワード「見通す」　視点①１・２年次の研究・探究テーマ　②自分の進路希望（大学・学問）

２学年●テーマ別探求：キーワード「深める」視点①自分の研究テーマ　②自分の進路希望（職業・学問）

１学年●社会問題研究：キーワード「拡げる」視点①ＳＤＧｓ　②世界・日本・佐賀

前期「キャリアデザインⅠ」❷、❹（個人・レポート）
ガイダンス 自己分析・大学分析
社会問題考察・グループ討議 志望理由レポートまとめ・摸擬面接

前期「テーマ別探求Ⅰ」❶、❸、❺
（グループ・ポスターセッション）
ガイダンス・グループ分け
グループ研究 ポスターセッション

前期「社会問題研究Ⅰ」❶、❸（個人・レポート）
ガイダンス レポート作成１
グループ討議１ レポート作成２
グループ討議２ 報告会

後期「キャリアデザインⅡ」❷、❹
（個人・ワークブック）

後期「テーマ別探求Ⅱ」❸、❹、❺（グループ・ポスターセッション）
グループ研究（フィールドワーク、アンケート、
インタビュー調査等） ポスターセッション

後期「社会問題研究Ⅱ」❸、❹（個人・レポート）
レポート作成１ グループ討議１
レポート作成２ グループ討議２ 報告会

小論文模試（志望理由書）小論文模試（課題文型）

自主研修 達人と話そう

小論文模試 小論文模試文理選択大学出前講座

自主研修 職業人の話

取り組みの振り返り・
ポートフォリオ作成

取り組みの振り返り・
ポートフォリオ作成

体験を踏まえた認識の変容・深化
（個人・レポート）

考えの変容／認識の深化
（個人・レポート）

＊２　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
軸
に
、探
究
学
習
の

３
年
間
の
指
導
計
画
を
設
計
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導
か
れ
た
道
標

に
ま
と
め
て
、
１
年
生
や
佐
賀
大
学
教
育

学
部
附
属
中
学
校
の
２
年
生
、
保
護
者
を

招
い
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
ま
た
、
評
価
の
高
か
っ
た
２
チ
ー
ム

が
、
学
校
代
表
と
し
て
、
19
年
３
月
に
行

わ
れ
た
「
京
都
大
学
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
２
０
１
８
」
に
参
加
し
た
（
写
真
）。

　

そ
し
て
、
１
・
２
学
年
で
行
っ
た
取
り

組
み
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、

３
年
間
の
計
画
を
見
直
し
た
。
最
終
的
に

は
、
１
年
次
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る

目
標
を
考
え
さ
せ
て
視
野
を
広
げ
、
２
年

次
で
は
、
１
年
次
に
醸
成
さ
れ
た
問
題
意

識
を
更
に
深
め
る
活
動
を
行
い
、
３
年
次

に
は
、
社
会
に
対
す
る
問
題
意
識
を
希
望

進
路
や
そ
の
実
現
に
結
び
つ
け
て
い
く
と

い
う
流
れ
に
し
た
（
図
２
）。

　

７
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
、

生
徒
が
主
体
的
に
考
え
、
経
験
を
積
む
場

面
を
数
多
く
設
け
た
。
例
え
ば
、
18
年
度

の
夏
季
休
業
で
は
、１
学
年
を
対
象
に「
自

主
研
修
」
を
実
施
し
た
。
そ
れ
は
、
生
徒

が
経
験
し
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
に
、
自
分
で
申
し
込
み
や
交

渉
を
行
っ
て
参
加
し
、
そ
の
成
果
を
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
ま
と
め
る
と
い
う
取
り
組

み
だ
。

　

当
初
、
教
師
か
ら
は
「
生
徒
に
す
べ
て

任
せ
て
も
大
丈
夫
か
」
と
心
配
す
る
声
も

上
が
っ
た
が
、
始
め
て
み
る
と
、
生
徒
た

ち
は
自
分
で
体
験
先
を
見
つ
け
出
し
、
交

渉
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
中
に
は
、

保
護
者
の
知
り
合
い
を
た
ど
り
、
東
京
の

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
者
に
話
を
聞
き
に
行
っ

た
生
徒
も
い
た
と
い
う
。
進
路
指
導
主
事

の
北
川
宏
武
先
生
は
、
自
ら
行
動
す
る
大

切
さ
を
生
徒
に
常
日
頃
か
ら
伝
え
て
い
る

と
語
る
。

　
「
生
徒
た
ち
に
は
、『
大
学
進
学
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
に

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
活
躍

で
き
る
人
物
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
』
と

常
に
伝
え
て
い
ま
す
。
生
徒
も
主
体
性
や

自
律
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
活

動
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
」

　

17
年
度
を
準
備
年
と
し
て
、
18
年
度
に

始
め
た
同
校
の
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
構
築
と
そ
の
実
践
は
、
ま
だ
一
歩
を
踏

み
出
し
た
ば
か
り
だ
。
総
合
学
習
だ
け
で

な
く
、
教
科
学
習
で
も
７
つ
の
資
質
・
能

力
の
育
成
を
図
ろ
う
と
、18
年
度
の
教
科
・

科
目
の
年
間
授
業
計
画
に
は
、
単
元
ご
と

に
７
つ
の
う
ち
の
ど
の
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
か
を
明
記
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
践
も
19
年
度
に
本
格
化
さ
せ
る
。

　

松
尾
校
長
は
、
一
連
の
取
り
組
み
の
完

成
度
を
高
め
て
い
き
た
い
と
語
る
。

　
「
校
長
の
役
割
は
、
学
校
全
体
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
で
、
具
体
的
な
教
育
デ
ザ

イ
ン
を
描
い
て
い
く
の
は
現
場
の
先
生
方

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
全
体
で
議
論
し

な
が
ら
、
取
り
組
み
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　進学校には、大学入試に対応できる学力
を確実に身につけさせ、生徒が希望する進
路を実現するという役割があります。です
から、「生徒の主体性を伸ばすために、もっ
とこういうことができたらいいな」と思っ
ていても、これまでの取り組みを大きく変
えるのは勇気がいることです。
　そうした中で、高大接続改革によって「大
学入学共通テスト」を受験する初学年の生
徒が入学してきたことは、新しいことに
チャレンジするチャンスでした。「自主研修」
に代表されるように、生徒自身に任せて行
動させてみると、私たちの予想以上に主体
的に取り組み、自ら自律力や実践力を伸ば
していました。もしかしたら、教師が生徒
を枠にはめていたのではないかと反省しま
した。生徒の力を信じて支援することの大
切さを学びました。

生徒を信じて
力を伸ばすことの
大切さを学んだ
鶴田有紀先生

写真　２年生は、４〜 5人が
１チームとなり、４月から１つ
のテーマで探究学習を行い、そ
の内容を 1枚のポスターにま
とめた。学校で発表会を行っ
た後、学年代表の２チームが、
「京都大学ポスターセッション
2018」に参加。全国の国公私
立高校30校、約200人の高校
生が集まる中、代表チームは、
自分たちの研究成果を堂々と発
表した。　　　　　

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
、

各
教
育
活
動
を
結
び
つ
け
る
鍵
と
な
る

私の教育デ
ザイン

生
徒
自
身
が
主
体
的
に
考
え
、

経
験
を
積
む
場
面
を
多
く
設
定
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